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この夏は富士登山にチャレンジ

～異なる魅力を持つ３つの登山道～
富士宮口登山道・御殿場口登山道・須走口登山道

　富士山が世界遺産に登録されてから１年がたとうとしています。富士山には代表的な登山
道が４つあります。今回は、富士山ネットワーク会議に加盟している４市１町（裾野市、富
士宮市、富士市、御殿場市、小山町）に現在ある登山道と、かつて存在した登山道などを紹
介します。登山者は今後ますますふえる見込みです。登山マナーを守り、みんなで気持ちよ
く富士登山をしましょう。
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山
小
屋
に
は
、「
お
も
て
な
し
」

や
、「
見
え
る
景
色
の
違
い
」な
ど
、

山
小
屋
ご
と
の
個
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
山
小
屋
」
と
「
お
客
さ
ん
」

と
「
富
士
山
」
が
一
体
と
な
っ
て

流
れ
る
時
間
は
す
て
き
で
す
ね
。

　
毎
年
、
山
小
屋
に
着
い
て
か
ら

の
日
々
は
、
感
動
の
毎
日
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
お
客
さ
ん
に
出
会
う

こ
と
、
そ
の
お
客
さ
ん
に
無
事
に

下
山
し
て
も
ら
え
る
こ
と
、
そ
れ

が
私
の
幸
せ
で
す
。

　
最
近
は
、
富
士
宮
口
登
山
道
で

の
弾
丸
登
山
は
収
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
が

不
足
し
つ
つ
あ
る
問
題
や
、
お
盆

や
週
末
に
増
加
す
る
登
山
客
の
ゴ

ミ
捨
て
、
夜
間
の
騒
音
な
ど
、
マ

ナ
ー
の
守
れ
な
い
登
山
者
の
問
題

に
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
富
士
市
に
は
、
富
士
山
頂
へ
の
登
山
口
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て

東
海
道
か
ら
村
山
口
登
山
道
を
つ
な
ぐ
道
の
一
つ
と
し
て
「
村
山
道
」
が
あ
り

ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
多
く
の
人
々
が
登
拝
（
富
士
山
に
祀ま

つ

ら
れ
る
神
仏
を
参
拝
す
る

こ
と
）
を
目
的
に
、
富
士
山
を
目
指
し
ま
し
た
。
中
世
か
ら
富
士
山
信
仰
の
拠

点
だ
っ
た
富
士
宮
市
村
山
の
興こ

う

法ぼ
う

寺じ

（
現
在
の
村
山
浅
間
神
社
）
は
、
こ
う
し

た
登
拝
者
の
た
め
、
江
戸
時
代
後
期
に
、
東
海
道
吉
原
宿
か
ら
直
接
興
法
寺
に

至
る
村
山
道
を
設
定
し
、
ル
ー
ト
を
示
し
た
絵
図
を
盛
ん
に
発
行
し
た
り
、
道

沿
い
に
石
造
の
道
し
る
べ
を
置
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
神
仏
分
離
令
に
よ
る
興
法
寺
の
解
体
や
、
村
山
を
経

由
し
な
い
新
登
山
道
の
設
置
に
よ
っ
て
村
山
道
は
衰
退
し
て
い
き
、
そ
の
機
能

を
失
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
も
富
士
市
内
に
は
、
村
山
道
の

道
し
る
べ
が
5
基
（
大
淵
地
区
の
辻つ

じ

畑は
た

・
横
山
・

大お
お

峯み
ね

・
石
ノ
前
・
覆い

盆ち

子ご

平だ
い
ら

）、富
士
宮
市
内
に
は
、

2
基
（
横よ

こ

沢ざ
わ

、
粟あ

わ

倉く
ら

）
残
っ
て
い
て
、
今
で
も
当

時
の
面
影
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
山
道
は
開
発
な
ど
の
経
年
の
変
化
に
よ
り
、

か
つ
て
の
状
態
を
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ら
の
道
し
る
べ
か
ら
推
定
さ
れ
る
ル
ー
ト
を
た
ど

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
富
士
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
村
山
道
と

は
別
に
、
富
士
市
の
特
性
を
生
か
し
た
富
士
山
体

験
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
海
抜
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
山

頂
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
る「（
仮

称
）
富
士
山
観
光
登
山
ル
ー
ト
3
7
7
6
」
づ
く

り
に
向
け
た
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、

来
年
度
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
富
士
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
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富
士
宮
市

富
士
宮
口
登
山
道

山
頂
ま
で
最
も
距
離
が
短
い
登
山
道

▲駿河国富士山絵図 ▲村山道の道しるべ（覆盆子平）
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よし

正
まさ

さん

富
士
市

富
士
山
村む
ら

山や
ま

道み
ち

所
要
時
間
／
登
り
▼
約
4
〜
5
時
間
、
下
り
▼
約
2
〜
3
時
間

山
小
屋
の
数
／
8
軒

登
山
者
と
下
山
者
で
交
流
が
生
ま
れ
る
富
士
宮
口
登
山
道

　

富
士
山
頂
ま
で
の
距
離
が
最
も
短
い
登
山
道
で
す
（
五
合
目
の
標
高
が
、
ほ

か
の
五
合
目
よ
り
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
た
め
）。
ま
た
、
山
小
屋
が
平
均
的

に
分
布
し
、
休
憩
し
や
す
い
こ
と
も
魅
力
で
す
。

　

登
り
・
下
り
が
同
じ
道
で
あ
る
た
め
、
双
方
向
に
登
山
者
が
い
て
、
登
山
者

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
富
士
山
表
富
士
宮
口

登
山
組
合
を
中
心
に
、
行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
、
安
心
・
安
全
な
登
山

に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
事
故
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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東
名
富
士
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イ
ン
タ
ー
チ
ェ
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Ｃ
ま
た
は
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Ｃ
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東
名
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イ
ラ
イ
ン

バ
ス

　

Ｊ
Ｒ
新
富
士
駅
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
富
士

駅
、
Ｊ
Ｒ
富
士
宮
駅
を
経
由
す
る
登

山
バ
ス
（
富
士
急
静
岡
バ
ス
）

※
Ｊ
Ｒ
新
富
士
駅
か
ら
は
片
道
2
時

　

間
15
分
程
度
。

駐
車
場
／ 

マ
イ
カ
ー
規
制
の
期
間
以

外
は
、
富
士
宮
口
五
合
目
（
富
士
山

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
終
点
）
に
3
5
0
台

※
マ
イ
カ
ー
規
制
の
期
間
中
は
、「
水み

ず

　

ヶが

塚つ
か

公
園
」
駐
車
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
／
富
士
宮
市
観
光
課　

☎
0
5
4
4（
22
）1
1
5
5


